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富士エレクトロニクス、米国 TAOS 社と販売代理店契約締結 
 

 
独立系半導体商社である富士エレクトロニクス株式会社（東京都文京区、取締役社長 息栖清）は、

このたび米国 Texas Advanced Optoelectronic Solutions 社（以下 TAOS 社）と販売代理店契約(平成

21 年 6 月 15 日付)を締結しましたのでお知らせいたします。 
 
TAOS 社は、1998 年に米国の半導体大手メーカーであるテキサス・インスツルメンツ社から独立し

設立された光センサーの専業メーカーで、米国テキサス州に本社および開発・設計拠点、韓国に生産・

品質コントロール拠点を持つファブレス会社です。 
同社の製品には、光をデジタル信号や電圧、周波数に変換する基本の光センサーと、それらを組み合

わせたセンサーアレイ、さらに液晶ディスプレイ（LCD）の明るさを周囲の明るさに合わせて調整する

ディスプレイマネジメントソリューションがあります。ユーザーは TAOS 社の高精度光センサーを採用

することで、低コストで高性能な光学ユニットを短期間で開発することが容易になります。また、ディ

スプレイマネジメントソリューションは、LCD を最適な明るさにコントロールすることで低消費電力

化を図り、より環境に配慮した製品設計を実現することができます。 
 
一方、富士エレクトロニクス株式会社(以下、当社)は、独立系半導体商社として競争力のある多種多

様な外国製半導体を、1,000 社以上の幅広いお客様層にきめ細かく提供する営業・技術サポート体制を

強みとして大きな成長をしてまいりました。 
当社は、現在の主力市場である産業機器分野に加え、生産規模の大きな民生機器分野や事務機器分野

の開拓に注力しているところであります。今回 TAOS 社の販売代理店となったことで、センサーアレイ

を主要な市場である事務機器分野のお客様に向けてデザイン提案活動を行ってまいります。またディス

プレイマネジメントソリューションを、LCD の主要な市場である民生機器分野のお客様や LCD パネル

メーカー様に向けて紹介してまいります。TAOS 社の光センサーとその応用製品は、今後ますます需要

増加が見込まれる環境配慮型製品の実現に欠かせぬ技術を提供し、低コスト・短期間でより優れた製品

を市場に投入するためのキーデバイスとして、当社の新規客先開拓活動および既存客先への販売強化な

どに大きく貢献するものと期待しております。 
以上 

 
 



                          
 
Texas Advanced Optoelectronic Solutions, Incorporated について 

TAOS 社は、1998 年に設立された光センサーの専業メーカーです。テキサス州ダラス近郊のプラノ

に米国本社・開発・設計拠点を、韓国ソウルに生産・品質コントロール拠点を持つファブレス会社です。 
TAOS 社は、テキサス州ダラスで 2008 年に高成長を達成した企業 TOP100 社に選ばれました。  
 

 社長兼 CEO ： Kirk Laney 

米国所在地 ： 1001 Klein Rd. Suite 300, Plano Texas 75074 

韓国所在地 ： 8th Floor, Chungpung Bldg. 942-6, DaeChi-Dong, KangNam-Gu, Seoul 135-280 

 

WEB Site  : http://www.taosinc.com/ 

 

 

【商標について】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

 

 
【本リリースに関するお問合せ先】 
 富士エレクトロニクス株式会社 開発推進部 

〒113‐8444 東京都文京区本郷 3‐2‐12 御茶の水センタービル 
    Tel 03 - 3814 - 2200     Fax 03 - 3814 - 2201 

     ホームページ http://www.fujiele.co.jp/ 


